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外国語学習におけるグリット、マインドセットと 
学習者要因との関係についての考察

Systematic Review of Learners’ Grit, Mindset  
and Other Learner’s Factors in Foreign Language Learning

池　田　真生子 
Maiko Ikeda

	 This study aims at systematically reviewing the previous literature on the relationships 
of learners’ grit, mindset, and other Individual Differences (specifically enjoyment, anxiety, 
WTC, and boredom）. Grit and mindset are relatively new learner’s factors, and a certain 
number of studies have been implemented so far to refine their definitions and structural 
concepts and to unveil the relationships with other learner’s factors. It is therefore important 
to summarize the previous findings at this stage and clarify the direction of future research. 
The definitions and structural concepts of grit and mindset were first reviewed respectively, 
as well as four affective factors, i.e., enjoyment, anxiety, WTC, and boredom, whose relation-
ship with grit and/or mindset have frequently been investigated. Among 43 international 
refereed articles, 26 studies were identified as those dealing with grit, mindset, and other 
learner’s factors. The causal relationship of grit with enjoyment or anxiety were mixed, 
while that with WTC showed the influence of grit on WTC (not vice versa）. As for mindset, 
most previous studies dealt with only one type of mindset, i.e., growht mindset, and its rela-
tionship with enjoyment, WTC, and/or boredom, and found growth mindset had an effect on 
them. 

キーワード
WTC, Enjoyment, Anxiety, Boredom, Individual Differences

1 ．はじめに

　IT 技術が発展し、スマートフォンやタブレット、パソコンを使って生活することが、我々の

日常生活においてすっかり常態化（Normalize, Bax, 2000, 2003）したが、外国語学習において
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も同様となってきた。日本国内の公立小中学校でもタブレットが児童・生徒に一人一台配布さ

れ、それを使って教室内外で学習することが、当たり前となってきている。そのような中で、

個別の学習者に最適な学びの機会を提供することが重要視され、学習者の情意や（学びに対す

る）考え方（信念）など、学習者の個人差に関する研究が再注目されている。そして、学習者

が有するさまざまな要因が、学びにどのように影響するかを解明しようとする研究が、以前に

も増して多くおこなわれるようになってきている。なかでも昨今、新たな学習者要因として、

グリット（Grit）およびマインドセット（Mindset）という概念が注目されている（Teimouri 

et al., 2022; Wei et al., 2019 など）。そこで、本稿では、この 2 つの要因についてこれまで実施

された研究を整理すべく、その定義や特徴、そして他の学習者要因との関係性についての調査

結果を、まとめていくこととする。次章では、まずグリットとマインドセットそれぞれの定義

および構成概念を中心に確認していく。第 3 章では、この 2 要因との関係性がより多く調査さ

れている 4 つの感情要因（楽しさ、不安、WTC、退屈さ）を取り上げ、その定義や構成概念、

これまでの研究の流れを理解し、グリットおよびマインドセットとの関係性の理解に繋げる。

続く第 4 章では、各学習者要因間の関係性を調査した研究を概観し、現在までの研究結果の傾

向をまとめる。

2 ．グリットとマインドセット

2.1　グリット
　グリットは、Duckworth et al.（2007） により提唱された学習者要因で、日本語では「粘り

強さ」と訳されることもあるが、「長期的な目標に向けた一貫性と情熱で、… 失敗や逆境、進

捗の遅れにもかかわらず、何年にもわたって努力と関心を維持し、課題に向かって奮闘するこ

と」と定義されている（Duckwoth et al., 2007, pp. 1087－1088、筆者訳）。グリットは、生まれ

つきの能力以上に予測妥当性が高い、つまり、学習の成功を決定付ける上で重要な要素といわ

れている（Duckworth, et al., 2007; Duckworth & Quinn, 2009）。

　グリットは、2 つの構成要素から成り立っている（Duckworth et al., 2007）。1 つは 「関心

の一貫性」（Consistency of Interest: 以後COI）で、もう1つは 「努力の持続性」（Perseverance 

of Effort: 以後 POE）である。COI は、挫折や失敗に直面しても、長期間に渡って（つまり一

貫して）関心を維持することである。一方、POE は、困難に直面しても、懸命に努力し、その

努力を持続することである（Teimouri, et al., 2022）。この 2 つの要素は、昨今の研究では、グ

リットを構成する要素としてお互いの関連性が弱く、むしろ 2 つの独立した要素と考えられて

いる（Khajavy et al., 2021 など）。また、全般的な粘り強さ（General Grit）ではなく、取り

組む内容に特化したグリット（例えば L2 Grit）があることも、提唱されつつある（Teimouri, 

et al., 2022）。
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2.2　マインドセット
　マインドセットは、日本語では「考え方」とも呼ばれ、Dweck によって導入された（Dweck, 

1999）概念である。Dweck によると、学習者は自身の認知能力について異なる考え方をもち、

それが、成長型マインドセット（ Growth Mindset ）または固定型マインドセット（ Fixed 

Mindset）のどちらかに大別されるという。いわば、学習者がもつある種の信念またはビリー

フともいえよう。成長型マインドセットを持つ学習者は、知能が柔軟に変わりうるものと考え、

努力によって向上させることができると捉えているという。一方、固定型マインドセットを持

つ学習者は、知能を変化しないものと捉え、向上させることはできないと考えているとされて

いる（Dweck, 1999）。この 2 種類のマインドセットのうち、前者の成長型マインドセットは、

我々の学びに良い影響を与えるものの、後者の固定型マインドセットは、学びを阻害するとい

われている（Dweck, 2006）。

　グリットの場合と同様に、学習者はこのような成長型または固定型マインドセットを、さま

ざまな領域ごとに持ち合わせているといわれている（Mercer & Ryan, 2010）。例えば、ピア

ノの演奏については成長型マインドセットを持っているが、外国語の学習については固定型マ

インドセットを持っている、という具合である。そのため、Dweck（1999）により提唱された

マインドセットの理論は、その後、L2 学習の領域においてはどう作用するのかに注目が集ま

り、「言語マインドセット（Language Mindset）」と呼ばれ、研究が進められてきている（Lou 

& Noels, 2020a, 2020b; Mercer & Ryan, 2010 など）。言語マインドセットの構成要素は、

Dweck（1999）によるものと同様に、成長型言語マインドセットと固定型言語マインドセット

いう 2 つの構成要素からなることが確認されている（Lou & Noels, 2017）。

3 ．4 つの情意要因

　上述のグリットやマインドセットは、学びに影響することから研究されるようになってきた

が、最近では、他の学習者要因と合わせてどのように作用し合うのか、という観点から研究さ

れるようになってきた。中でも、次章でもわかるように、特に楽しさ、不安、WTC、退屈さの

4 つの情意要因のいずれかを取り扱う研究が多くみられる。そこで本章では、これらの学習者

要因間の研究をより良く理解するために、まず、この 4 つの情意要因について、順に定義や構

成概念、特徴などを確認していくこととする。

3.1　楽しさ
　1 つ目の情意要因として挙げられるのは、楽しさ（Enjoyment）である。この要因は、昨今

のポジティブ心理学の流れの中で、L2 研究においても着目されるようになった情意要因である

（Dewaele & MacIntyre, 2014, 2016; MacIntyre, et al, 2016）。これまでの心理学では、低い動
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機をどう高めるかや、不安をどう減らすかのように、ネガティブな状態にある情意をどのよう

に高めればよいか、についての研究が数多くなされてきた。これは、第 2 次世界大戦により、

人類が未曾有の戦禍を体験し、多大な精神的苦痛を強いられた人々をいち早く救済することが、

各国で国力回復のためにも求められたことによる（ボニウェル , 2015）。しかし、1950 年代に

入ると、ネガティブな情意を救済することではなく、心理学が元々その役割として担っていた

残り 2 つの役割に関する研究が、再度重視されるようになった。その役割が、日々の暮らしを

向上させることと、優れた才能を見極め伸ばすことであった。この頃の心理学は、人間性心理

学と呼ばれ、ポジティブ心理学の前身と考えられている（ボニウェル , 2015）。ただし、人間性

心理学では、それまでのネガティブな情意に着目していた流れに異を唱えるだけではなく、そ

の手法にも否定的で、人の心は統計的手法による分析では理解できないとし、質的手法を重要

視した。一方、その後発展したポジティブ心理学では、以前の心理学を否定することなく、量

的手法も質的手法と同様に、重視している（ボニウェル , 2015）。

　このようにして誕生したポジティブ心理学で取り扱われるようになった情意要因の 1 つが、

楽しさであるが、特に L2 学習に対する楽しさは、Foreign Language Enjoyment （FLE）と呼

ばれている（Dewaele & MacIntyre, 2014）。 Dewaele & MacIntyre（2016）は、それを「課

題のチャレンジ度と自分の能力との相互作用により、目の前の課題を解決しようとする意欲に

つながる複雑な感情」（p. 216、筆者訳）と定義している。Dewaele らはまた、楽しさを娯楽的

楽しさ（Pleasure）と比較し、その違いを明確にしている。娯楽的楽しさは、（特にチャレン

ジ性のない）好ましい出来事を素直に楽しむ気持ちだが、一方の楽しさは、自身の欲求を満た

すだけではなく、それを超え、斬新なことや予期せぬことを達成したときに生じる感情だとい

う（Dewaele & MacIntyre, 2016）。さらに、Dewaele & MacIntyre（2016）は、ポジティブ

心理学で取り扱われてきた Csikszentmihalyi（1997）のフロー（Flow、図 1 参照）の枠組みに

言及し、楽しさは、学習者が学びに没頭してフローの状態に入る際にも重要な要素であること

に言及している（Csikszentmihalyi, 2008; Dewaele & MacIntyre, 2016）。

図 1．フローの仕組み （Csikszentmihalyi, 1997, p. 38 より転載）
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3.2　不安
　L2 学習における不安の研究は、Horowitz や Yang により 1980 年代後半から 1990 年代に研

究されてきた（Horwitz, et al., 1986; Young, 1990, 1991など）。その中で、Horwitz, et al.（1986）

は、言語学習における不安の特異性を明確にしている。L2 学習では、学習途中でまだ習得して

いない目標言語を、学習者が頻繁に使用しなければならないことや、その目標言語を使って教

師や仲間と、教室でコミュニケーションをとらなければならないことが、他の状況での不安と

異なる点だとしている。そのため、L2 不安は、「言語の授業や、言語が使用されるあらゆる状

況において、学習者個人が経験する不安」（Gardner & MacIntyre, 1993, p. 159、筆者訳）と

定義され、外国語不安（Foreign Language Anxiety: FLA）とも呼ばれている。また、フロー

の仕組みの説明においても、不安は言及されており（Csikszentmihalyi, 1997、図 1 参照）、自

身の能力に対して学習内容の難易度が格段に高い場合に、学習者は不安の感情を抱くと説明さ

れている。

　L2 不安の研究は、その特徴や測定方法、言語学習への影響が解明されてきた後は、2000 年

代に入って下火になっていた。しかし、その後、個別の学習者要因ではなく、複数の要因が言

語学習へどのように影響しあっているのかを包括的に調査する研究が、2010 年代頃より行われ

る中で、再度着目されるようになった（Gardner & MacIntyre, 1993; Gregersen, 2020; Jin et 

al., 2021）。その中でも、特筆すべき研究の 1 つとして、Dewaele and MacIntyre（2016）によ

る不安と楽しさの関係性を調べた研究が挙げられる。不安と楽しさは、ネガティブな感情とポ

ジティブな感情で、一見すると対極にあるものと考えられやすいが、実際には、独立して変動

し、双方ともに高くなったり、あるいは低くなったりすることもあるという。Dewaele and 

MacIntyre（2016）の他に、Dewaele and Alfawzan（2018）ではさらに、不安よりも楽しみ

の方が、学習者の L2 運用に影響を与えると報告している。

3.3　WTC
　グリットやマインドセットと合わせて、研究で取り扱われている学習者要因の 3 つ目として、

WTC（Willingness to Communicate）、つまり、自発的にコミュニケーションを取ろうとする

意志、が挙げられる。WTC は、「特定の時に、特定の人や相手と、L2 を使って談話に入る準

備ができている（心理）状態」（MacIntyre et al., 1998, p. 547、筆者訳）と定義されている。 

他の学習者要因と同様に、WTC は、同じ学習者でも時間や状況が変わると、変動するとされ

ている。この変動性をよく表しているものとして、WTC の根底にある言語的、コミュニケー

ション的、社会心理的変数を統合したピラミッドモデルがある（MacIntyre et al., 1998、図 2

参照）。

　この図の左辺側に並ぶ変数（変数 3、5、8、11）は、社会的なものであるが、その社会的変

数を教室環境に限定し、特に教師、クラスメート、活動の 3 つ（Peng & Woodrow, 2010）が
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WTC の変容にどう影響するかを調べた一連の研究もなされている。例えば Cao（2011）は、

WTC に影響を与える教室環境の要因を調査し、授業内で取り扱われるトピックや活動、活動

相手、グループの大きさ（人数）、教師といった要因が、学習者自身が有する他の要因と合わさ

ると、教室での WTC が高まると報告している。また Khajavy et al.（2018）は、WTC だけで

はなく、楽しさと不安も含めた 3 つの感情要因と、教室環境との関係性について調査している。

その報告によると、EFL 中級レベルの学習者を対象とした場合、肯定的な教室環境により、楽

しさ（の増加）あるいは不安（の減少）のいずれかを介して、WTC が高まる。ただし、楽し

さが増加した場合には、学習者個人レベルの WTC だけではなく、クラス全体の WTC も高ま

ったものの、不安が減少した場合には、学習者個人レベルの WTC が高まるにとどまったとい

う。つまり、教室環境の影響で、楽しさと不安のどちらが変化するかによって、WTC が高ま

る範囲も異なるということになる。これらの研究から、教室環境の整え方によって、学習者の

WTC を高められることが解明されつつあり、今後のさらなる研究が待たれる。

3.4　退屈さ
　退屈さ（ Boredom ）は、文字通り学習者がつまらない時に持つ感情であるが、Kruk & 

Zawodniak（2020, p. 419、筆者訳）による定義では、「否定的な感情または心理状態で、学習

環境が刺激的ではないと認識することにより、学習活動に意味や目的を見出さず、空虚感があ

る状態」とされている。また、この退屈さの要因は、フローの仕組を表す前掲の図 1 上でも取

り挙げられており、この図では、活動の難しさが、学習者の能力よりも低いときに生じる感情

として、位置づけられている（Csikszentmihalyi, 1997）。

　退屈さは、WTC や不安などと同様に、状況により変動するものと変動しないもの（state と

trait）の 2 種類がある（Vogel-Walcutt, et al., 2012）。この 2 種類の分け方以外に、Goets ら

図 2．WTC のピラミッドモデル（MacIntyre et al., 1998, p. 547 より転載）
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（2014）の研究では、退屈さを程度により 5 種類（段階）に分け、各段階に学習者が見せる以

下のような態度と合わせて、その特徴を説明している（Goets, et al., 2014; Nakamura, et al., 

2021、筆者訳）。

Indifferent Boredom	：	授業中の活動で疲れて、不参加になる状態

Calibrating Boredom	：	学習内容に注意が向かず、どうしてよいかわからない状態

Searching Boredom	：	不快感があり、目の前の学習とは関係のないことをしたくなる状態 

Reactant Boredom	 ：	進行中の学習に従事することを避け、不快感を態度や表情で示す状態

Apathetic Boredom	：	なす術がなく、気分も沈んでいる状態

いずれの分類方法にせよ、L2 学習においては、Nakamura, et al.（2021）が主張するように、

学習環境や学習者自身の他の要因などの影響で、退屈さも状況に応じて変化するものと捉える

方が、学習者をより的確に理解できよう。

4 ．グリット、マインドセットとその他の学習者要因との関係性

　前章で、楽しさ、不安、WTC、退屈さの 4 つの情意要因について、その定義や特徴を整理し

てきたが、これらの要因や他の学習者要因は、グリットやマインドセットとはどのように関係

しているのであろうか。これまで報告された論文を、外国語教育学関係の主な雑誌 43 冊（国際

誌、査読あり）から調べたところ、2023 年 6 月現在で、25 件が検出された（付録 1）。そのう

ち、グリットとマインドセットの両方を他の情意要因と共に扱っている論文は、3 件のみで、ほ

とんどの論文は、グリットまたはマインドセットのいずれか片方のみと、他の学習者要因との

関係性を調査した論文であった。以下に、グリットとマインドセットの別に、その詳細を確認

していくこととする。

4.1　グリットとその他の学習者要因
　グリットを取り扱った研究（16 件）に着目してみると、もっとも多く取り扱われているの

は、楽しさで（7 件）、その約半数（4 件）では、グリットの強さが楽しさに影響を及ぼすと報

告しているが、残りの研究では反対に、楽しさがグリットに影響するという報告であった（3

件）。楽しさの次に多く報告されている不安（5 件）も同様で、グリットが不安に影響している

との報告（3 件）もあれば、反対に、不安の方がグリットに影響を及ぼしている（2 件）とい

う報告もあった。そのため、グリットと楽しさや不安の関係性については、研究対象や各要因

の構成要素などをよく考察の上、今後の更なる研究が待たれる。WTC（5 件）も楽しさや不安

同様に多く研究されているが、この 2 要因とは異なり、グリットから WTC への影響のみが、

いずれの研究でも報告されている。退屈さについては、グリットとの関係性を調査した研究は、

筆者が調べた限りにおいては、まだ調査されていなかった。
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4.2　マインドセットとその他の学習者要因
　一方、マインドセットと他の学習者要因との関係性を調べた研究は計 11 件あったが、そのう

ち Dong（2022）と Zarrinabadi, et al.（2022）の 2 件のみが、成長型マインドセットと固定型

マインドセットの両方の構成要素を取り扱っているが、他の研究（9 件）はすべて、成長型マ

インドセットのみと他の学習者要因との関係性を調査している。そして、どの報告においても、

成長型マインドセットが他の学習者要因に影響を与える結果が報告されており、反対に成長型

マインドセットが他の要因に影響を受けるという結果の報告は、皆無であった。つまり、グリ

ットに比べると、我々のビリーフ（マインドセット）は変化しにくい、ということであろう。

なお、成長型マインドセットは、楽しさおよび WTC、退屈さにはプラスの影響を与え、退屈

さにはマイナスの影響を与える（退屈ではなくなる）と、報告されている（各 3 件）。また、1

件のみではあるが、成長型マインドセットが高まることで、不安が減少するとの報告もみられ

る（Zarrinabadi, et al., 2022）。

表 1．グリット、マインドセットと他の学習者要因の関係性まとめ

Grit (G) Growth Mindset (GM) Fixed Mindset (FM)

Enjoyment (E)

G → E　4 件
E → G  1 件  
E → L2G（子ども）/ General 
G（大人）1 件
E ー L2G（相関強）1 件

GM → E 3 件 FM → E  1 件

Anxiety (A) G → A（－）　3 件
A → G　   2 件 GM → A（－）　1 件 FM → A  2 件

WTC

G → WTC    2 件
Language G → WTC  1 件
G (PE) → WTC  　　1 件
G → WTC（教室内外）1 件

GM → WTC  3 件  

Boredom (B) GM → B（－）　3 件
Motivation (M) G → M   1 件

Engagement (Eg) GM → Eg    2 件
Self-regulated 

Learning (SRL) GM → SRL  2 件

Proficiency (P) G → P    3 件 GM → P     1 件
Achievement (Ach) G → Ach  2 件 GM → Ach   2 件

その他 2 件 3 件  7 件
注： CI= Consistency of Interest, PE= Perseverance of Effort, SRL= Self-regulated Learning

　上述 4 つの学習者要因（楽しさ、WTC、不安、退屈さ）以外には、感情要因としては動機に

着目した報告もみられる（1 件）。感情要因以外では、エンゲージメントや自己調整学習（Sefl-

regulated Learning）が、いずれも成長型マインドセットの影響を受けるとする報告がある（各

2 件）。いずれの場合も、まだ報告件数が少なく、今後の研究が待たれる。さらに、グリットや
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成長型マインドセットの高さが、言語能力の熟達度（Proficiency）や到達度（Achievement）

の伸びに影響すると報告する研究も複数件あるが、対象とする言語や参加者などが異なるため、

さらなる研究の積み重ねが必要であろう。また、これまでに報告されている学習者要因以外に

も、例えば自己効力感や学習方略なども、学習者要因の研究では多くの研究で対象とされてお

り、今後、グリットやマインドセットとの関係性を解明していく必要があろう。

5 ．まとめ

　本稿では、昨今新たな学習者要因として着目されるようになったグリットおよびマインドセ

ットについて、他の学習者要因との関係性を調べた研究知見の整理を試みた。特に 4 つの感情

要因（楽しさ、不安、WTC、退屈さ）との関係性を調べた研究が多いことから、まずこれら 4

つの感情要因の定義や構成要素、特徴などを概観した。その後、グリットやマインドセットと

の関係性についての報告を整理した。その結果、グリットについては、楽しさや不安に影響を

及ぼす場合と、反対に影響を受ける場合の両方の報告があることがわかった。一方、WTC は、

グリットに影響を受ける（反対の関係性はない）ことが明らかとなった。マインドセットと他

の学習者要因の関係性については、成長型マインドセットが楽しさ、WTC、そして退屈さに影

響を与えると報告する研究が、最も多いことがわかった。今後、更なる研究が積み重なり、学

習者がより効果的に外国語学習を進めるための、新たな手立てが解明されることを望みたい。
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付録 1．グリット、マインドセット、学習者要因との関係性を調査した論文

Research Grit (G) Growth Mindset (GM) Fixed Mindset (FM)

Alrabi（2022a）

G → M → E → L2WTC, 
A → M/E/G

（－→ L2WTC（－）
WTC に対しては
M（1 位）＞ A（2 位）

記載なし 記載なし

Bai & Wang (2023) 記載なし
GM → SRL → Ach
GM ＞ Self-efficacy
＞ Intrinsic Value

記載なし

Bernarado (2022) 記載なし GM → Ach (Reading) 記載なし
Derakhshan, Fathi, 
Pawlak, Kruk (2022) 記載なし GM → B → Eg 記載なし

Dong (2022) 記載なし GM → SRL (emotion regulation)
→ B & Anger

FM → Shame, A, B,
　Helplessness, Anger

Eren & Rakıcıoğlu-
Söylemez (2020) 記載なし

Mindset → Eg → Performance
Mindset → Instrumentality →
Performance
Instrumentality → Eg

記載なし

Freiermuth et al. 
(2021)

L2G → E, L2G → A（－）, 
G → B（－） 記載なし 記載なし

Hejazi & Sadoughi 
(2022) E → G 記載なし 記載なし

Hu, Sidhu, & Lu 
(2022) G → P GM → E → P,  GM → G → P

GM → P 記載なし

Lan, Nikitina, & Woo 
(2021)

Ideal L2 → G → WTC
Ideal 
L2 → Shyness → G → WTC

記載なし 記載なし

Lee (2022) G (PE) → WTC
G (CI) × WTC 記載なし 記載なし

Lee & Taylor (2022) G → WTC（教室内）
G → WTC（教室外） GM → WTC（教室外） 記載なし

Li & Dewaele (2021) General G → A 記載なし 記載なし
Mikami (2023) G → achievement 記載なし 記載なし
Pawlak, Csizér,
Kruk, & Zawodniak
 (2022)

E → L2 G（子ども）
E → General G（大人）
General G と L2 G は別物

記載なし 記載なし

Pawlak, Zarrinabadi 
& Kruk (2022) A → G（CI, 小程度） 記載なし 記載なし
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付録 1. グリット、マインドセット、学習者要因との関係性を調査した論文（続き）

Research Grit (G) Growth Mindset (GM) Fixed Mindset (FM)

Resnik, Moskowitz 
& Panicacci (2021)

G → E
G → Trait Emotional 
Intelligence → A

記載なし 記載なし

Shirvan et al. (2021) E と L2G が強く相関する 記載なし 記載なし

Solhi, Derakhshan, 
& Ünsal (2023)

L2G, Emotional regulation,
Boredom cooping が相互
に関連

記載なし 記載なし

Teimouri, Plonsky
& Tabandeh (2020)

G→WTC, Intended effort, 
Attention, Ach 記載なし 記載なし

Wang, Peng, & 
Patterson (2021) 記載なし

Language GM → E, pride, 
B → WTC
Language GM, WTC（教室内）
→ WTC（教室外） 

記載なし

Wei, Gao, & Wang 
(2019)

G → E → P
G → CE → E
G → CE → P

記載なし 記載なし

Zarrinbadi, Lou, & 
Darvishnezhad 
(2023)

記載なし

Praise for effort→GM, P, WTC, 
A（－）
Praise for intelligence/No 
Praise→GM, WTC（－）, A（＋）

記載なし

Zarrinabadi, 
Rezazadeh, Karimi, 
& Lou (2022)

記載なし
Language GM → E, self-concept, 
self-efficacy
GM → adaptability → A（－）

FM → adaptability → A
（－）, E（－）, self-foncept
（－）, self-efficacy（－）

Zhang, Saeedian & 
Fathi (2022) 記載なし GM → B → WTC 記載なし

注： A= Anxiety, Ach= Achievement, B= Boredom, CI= Consistency of Interest, E= Enjoyment, Eg= Engagement, M= 
Motivation, P= Proficiency, PE= Perseverance of Effort, SRL= Self-Regulated Learning




